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市
民
に
親
し
ま
れ
る
議
会
を
目
指
し
て

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
議
会
だ
よ
り
で
、
議
会
活
動
へ

の
市
民
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
も
、
開
か
れ
た
議
会
、
親
し

ま
れ
る
議
会
を
一
歩
で
も
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
議
会
報
告
会
へ
の
積
極

的
な
ご
参
加
や
本
会
議
・
委
員
会
な
ど
の

傍
聴
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
よ
り
一

層
の
ご
鞭
撻
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
果
た
す

皆
様
方
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
は
平
成
時
代
が
終
了
、

茨
城
国
体
開
催
、
本
市
合
併
25
周
年
と
大

き
な
節
目
の
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

市
議
会
と
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
の

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
汲
み
上
げ
市
政
に

生
か
す
こ
と
で
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を

果
た
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
本
市
の
更
な
る
発
展
の

た
め
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長
清水　立雄

副議長
深谷　寿一

清
　
水
　
健
　
司

所
　
　
　
茂
　
樹

大
　
内
　
健
　
寿

弓
　
削
　
仁
　
一

海
　
野
　
富
　
男

北
　
原
　
祐
　
二

岩
　
本
　
尚
　
之

鈴
　
木
　
道
　
生

宇
　
田
　
貴
　
子

山
　
形
　
由
美
子

加
　
藤
　
恭
　
子

雨
　
澤
　
　
　
正

鈴
　
木
　
一
　
成

大
　
谷
　
　
　
隆

清
　
水
　
立
　
雄

三
　
瓶
　
　
　
武

深
　
谷
　
寿
　
一

武
　
藤
　
　
　
猛

薄
　
井
　
宏
　
安

大
　
内
　
聖
　
仁

佐
　
藤
　
良
　
元

樋
之
口
　
英
　
嗣

打
　
越
　
　
　
浩

井
　
坂
　
　
　
章

安
　
　
　
雄
　
三

　
　
　（
議
席
順
）

　
市
議
会
議
員
は
、公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
年
賀
状
を
送
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た

め
、本
紙
面
上
を
も
っ
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ひ
た
ち
な
か
市
議
会
議
員

12
月
定
例
会
で

次
の
案
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
で

次
の
案
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
で

次
の
案
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

● 

会
期
：
12
月
11
日
〜
12
月
26
日

今
回
の
審
議
件
数
は

今号では
この中から
３つを左に

掲載します。

議
案 …

 

７
件（
原
案
可
決
６
件
、
同
意
１
件
）

報
告 …

 

１
件（
承
認
１
件
）

諮
問 …

 

３
件（
同
意
３
件
）

請
願 …

 

１
件（
９
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

陳
情 …

 

５
件（
９
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

 

計 …
 

17
件

○案件名と結果の詳細はひたちなか市ホー
ムページをご覧ください。

※報告は議会の承認が必要な案件のみ記載

奨
学
金
返
還
支
援
補
助
金
に
つ
い
て
、４
月
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
、

順
次
補
助
の
決
定
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
後
、補
助
金
の
不
足
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、所
要
の
経
費
を
増
額
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
ひ
た
ち
な
か
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

〈
議
案
第
95
号
〉　

「
小
中
学
校
等
の
施
設
整
備
事
業
」

小
中
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
に
お
い
て
対
応
を
要
す
る
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
撤
去
や
改
修
等
の
安
全
確
保
対
策
に
要
す
る
経
費
を
措
置
し
ま
す
。

浸
水
被
害
の
早
期
解
消
の
た
め
雨
水
幹
線
管
き
ょ
布
設
工
事
に
つ
い

て
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
契
約
を

締
結
し
ま
す
。

高
場
雨
水
11
号
幹
線
管
き
ょ
布
設
工
事
２
工
区
請
負
契
約
の
締
結

〈
議
案
第
99
号
〉　

※

新
年
ご
あ
い
さ
つ



3 ひたちなか市議会だより 平成31年1月25日号　No.104

一 般 質 問

市ホームページで議会録画映像の配信や会議録の検索により一般質問などの詳しい内容もご覧になれます。
https://www.city.hitachinaka.lg.jp/shisei/9728.html

市の事業などについて、

執行状況または将来の方針、

課題などを議員が直接質問しました。

市の事業などについて、

執行状況または将来の方針、

課題などを議員が直接質問しました。

質問議員本人が選定した２問を掲載しております。なお掲載は登壇の順となっております。

質問者

①	武藤　　猛 議員
②	山形由美子 議員
③	大内　健寿 議員
④	宇田　貴子 議員
⑤	雨澤　　正 議員

⑥	所　　茂樹 議員
⑦	加藤　恭子 議員
⑧	海野　富男 議員
⑨	樋之口英嗣 議員
⑩	井坂　　章 議員

⑪	弓削　仁一 議員
⑫	清水　健司 議員
⑬	鈴木　道生 議員
⑭	大内　聖仁 議員

②
山
形
　
由
美
子	

議
員

①
武
藤
　
猛	

議
員

市
長	

事
前
了
解
の
権
限
に
お
い
て
求

め
ら
れ
る
こ
と
は
、
万
一
の
場
合
の
市

民
の
安
全
確
保
、
避
難
の
実
効
性
な
ど

に
つ
い
て
議
会
や
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
判
断
す
る
も
の
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
再
稼
働
問
題
は

市
民
の
安
全
・
生
活
を
最
優
先
に
極
め

て
慎
重
に
判
断
す
る
べ
き
問
題
で
あ

り
、
実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
を
含
め
、

市
民
の
安
全
が
確
保
さ
れ
な
い
限
り
再

稼
働
は
で
き
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

市
民
生
活
部
長	
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
通

じ
て
、
競
技
団
体
と
の
連
携
や
大
会
関

係
者
な
ど
の
受
付
案
内
、
選
手
の
動
線

の
確
保
、
練
習
会
場
の
運
営
方
法
な
ど

に
つ
い
て
の
課
題
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
本
大
会
に
向
け
て
改
善

を
図
り
た
い
。
ま
た
、
競
技
会
場
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
和
式
ト
イ
レ
の
洋
式

化
改
修
を
図
っ
て
い
く
が
、
ス
ポ
ー
ツ

広
場
や
県
有
施
設
に
つ
い
て
は
洋
式
の

仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
で
対
応
し
た
い
。

都
市
整
備
部
長	

東
中
根
高
場
線
の
高

場
陸
橋
以
東
、
通
称
「
産
業
道
路
」
の

４
車
線
化
に
つ
い
て
は
、
高
場
陸
橋
の

４
車
線
化
の
実
現
や
東
石
川
高
野
線
と

の
接
続
に
よ
り
相
当
程
度
、
渋
滞
の
緩

和
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
対
応
し
き
れ
な
い
状
況
が
見
ら

れ
る
場
合
に
は
、
県
道
昇
格
の
動
向
を

見
据
え
つ
つ
、
現
在
の
幅
員
で
の
車
線

の
増
加
な
ど
暫
定
整
備
の
検
討
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●�

老
朽
原
発
は
再
稼
働

す
べ
き
で
は
な
い

●�

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
を
終
了
し
て

●�

高
場
陸
橋
以
東
区
間

の
整
備
に
つ
い
て

問	

東
海
第
二
原
発
は
20
年
延
長
運
転

も
認
可
さ
れ
、
い
つ
再
稼
働
を
決
め

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
。

事
前
了
解
権
を
持
つ
市
長
は
、
市
民

の
生
活
を
守
る
た
め
再
稼
働
に
反
対

を
表
明
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

問	

来
年
、
45
年
ぶ
り
に
茨
城
国
体
が

開
催
さ
れ
る
。
今
年
は
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
が
、
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

問	

朝
夕
の
交
通
渋
滞
が
日
常
化
し
て

い
る
高
場
陸
橋
は
、
現
在
４
車
線
化

に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。
し

か
し
、
高
場
陸
橋
以
東
区
間
は
２
車

線
で
あ
り
、
４
車
線
化
に
向
け
て
の

考
え
方
を
伺
う
。

本番さながらの熱戦が繰り広げられた競泳

◀次ページに続く
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④
宇
田
　
貴
子 

議
員

②
山
形
　
由
美
子 

議
員

③
大
内
　
健
寿 

議
員

福
祉
部
長 

国
保
は
他
に
比
べ
世
帯
加

入
人
数
が
多
い
ほ
ど
保
険
税
の
負
担
が

重
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
国
の
責
任
に

お
い
て
実
効
あ
る
措
置
を
講
じ
る
よ
う

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。
全
国
市
長

会
議
に
お
い
て
子
ど
も
に
係
る
均
等
保

険
料
を
軽
減
す
る
支
援
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
と
し
て
国
へ
の
提
言
が
な
さ
れ

て
い
る
。
国
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
で

あ
り
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

●�
高
過
ぎ
る
国
保
税
の

引
き
下
げ
を

問 

国
保
税
は
協
会
け
ん
ぽ
、
組
合

健
保
よ
り
非
常
に
高
い
。
均
等
割
は

子
育
て
世
代
の
負
担
を
重
く
し
て
い

る
。
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
た
め
に

均
等
割
廃
止
と
公
費
負
担
増
を
国
に

求
め
る
こ
と
、
市
で
は
早
急
に
独
自

軽
減
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

市
長 

市
政
運
営
で
大
切
に
し
た
い
基
本

的
姿
勢
は
「
市
民
の
声
に
ま
っ
す
ぐ
」

で
あ
る
。
そ
の
声
を
政
策
に
反
映
さ
せ

る
大
切
さ
に
つ
い
て
、
職
員
と
も
認
識

を
共
有
し
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。
所

信
表
明
で
述
べ
た
４
つ
の
政
策
を
長
期

的
視
野
に
立
っ
て
推
進
し
人
口
減
少
を

抑
制
し
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
活

力
あ
る
街
を
実
現
す
る
。
学
校
誘
致
は
、

専
門
家
を
目
指
す
学
生
が
市
内
で
学
べ

る
よ
う
介
護
医
療
分
野
の
専
門
学
校
な

ど
の
誘
致
に
取
り
組
む
。
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
市
民
ニ
ー
ズ
の
調
査
分
析
が
重

要
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
民
間
企
業
な
ど

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、
課
の
設
置

も
含
め
組
織
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。 ●�

市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

問 

市
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
所
感
と

決
意
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
重
点
施

策
、
選
挙
期
間
中
の
主
要
な
政
策
で

あ
る
専
門
学
校
誘
致
お
よ
び
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長 

２
月
中
旬
の
完
了
を
目
指

し
設
計
業
務
を
進
め
、
終
了
後
は
来
夏

ま
で
の
設
置
完
了
を
目
指
し
、
速
や
か

に
工
事
を
発
注
し
て
い
く
。
全
国
的
に

空
調
機
器
の
需
要
が
急
増
し
、
事
業
者

の
施
工
時
期
も
集
中
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
本
市
は
、
各
関
係
組
合

な
ど
に
対
し
工
事
需
要
へ
の
体
制
強

化
と
施
工
に
向
け
て
の
準
備
を
依
頼

す
る
ほ
か
、
発
注
規
模
を
均
一
化
す
る

工
夫
、
各
校
に
授
業
実
施
場
所
を
変
更

す
る
な
ど
の
協
力
要
請
を
し
な
が
ら
、

来
年
夏
に
稼
働
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

●�

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン

整
備
事
業
に
つ
い
て

問 

昨
今
の
温
暖
化
現
象
、
今
年
の
夏

は
全
国
各
地
で
最
高
気
温
の
更
新
が

相
次
ぎ
、
学
校
で
熱
中
症
に
な
る
子

ど
も
も
多
か
っ
た
。
エ
ア
コ
ン
整
備

事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗状
況
、
設
置
完
了
時
期
、

稼
働
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
市
民
の
声

に
ま
っ
す
ぐ
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
公

平
・
公
正
で
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
市
政

運
営
に
努
力
し
て
い
く
。

　
戦
後
73
年
が
経
過
し
、
戦
争
体
験

者
が
少
な
く
な
る
中
で
悲
惨
な
戦
争

を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
平
和
推
進
事
業
は
、
今
後

も
市
民
に
平
和
の
尊
さ
を
考
え
て
い

た
だ
け
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
く
。

●�

大
谷
市
長
の
政
治
理
念

に
つ
い
て

問 

地
方
自
治
は
「
国
民
主
権
・
基
本

的
人
権
の
尊
重
・
平
和
主
義
」
に
並

ぶ
憲
法
の
第
４
の
柱
で
あ
る
。
市
長

の
市
政
運
営
に
対
す
る
理
念
を
伺
う
。

さ
ら
に
核
兵
器
平
和
都
市
を
宣
言
し

た
市
の
市
長
と
し
て
平
和
推
進
事
業

の
考
え
を
伺
う
。

福
祉
部
長 

年
度
途
中
の
職
場
復
帰
が
円

滑
に
で
き
ず
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
保

護
者
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
さ
ら
に
受

入
体
制
を
充
実
す
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。
ま
ず
は
ニ
ー
ズ
が
高
い
４
月
入

所
の
受
入
体
制
を
確
保
で
き
る
よ
う
利

用
定
員
の
増
員
を
予
定
し
て
い
る
。
今

後
は
無
償
化
に
よ
る
影
響
を
含
め
、
年

度
途
中
入
所
を
含
む
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

な
ど
保
育
を
取
り
巻
く
環
境
を
見
極
め

な
が
ら
受
入
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

●�

保
育
の
受
け
皿
拡
大

は
喫
緊
の
課
題

問 

本
市
の
保
育
園
は
、
特
に
０
、１

歳
児
ク
ラ
ス
に
お
い
て
年
度
途
中
の

入
園
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

早
急
に
施
設
整
備
を
行
い
、
保
護
者

の
切
実
な
願
い
に
応
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

みほん
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5 ひたちなか市議会だより

◀次ページに続く

⑤
雨
澤
　
正 

議
員

⑥
所
　
茂
樹 

議
員

⑦
加
藤
　
恭
子 

議
員

市
長 

専
門
家
を
目
指
す
学
生
が
、
市
内

で
学
び
、
市
内
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
看
護
学
校
や
医
療
・
福
祉
分
野

の
専
門
学
校
の
誘
致
に
向
け
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、定
年
後
に
地
域
デ
ビ
ュ
ー

す
る
方
を
応
援
す
る
た
め
、
自
治
会
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
し
、
活
発
に
活
動
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

●�
新
市
長
の
市
政
運
営

に
つ
い
て

問 

生
涯
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

り
た
い
と
誰
も
が
理
想
と
し
て
持
っ

て
い
る
。

　
市
長
の
政
策
の
一
つ
で
あ
る
「
生

涯
い
き
い
き
安
心
の
街
」
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
問
う
。

総
務
部
長 

Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
に
よ
り
業
務

の
一
部
を
自
動
化
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
職
員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
ほ

か
、
人
的
ミ
ス
の
削
減
に
よ
り
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。
今
般
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
試
験
的
に
導
入
し
、
有
効
性

の
検
証
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引

き
続
き
検
証
を
進
め
る
と
と
も
に
、
業

務
の
効
率
化
を
推
進
し
、
職
員
の
負
担

軽
減
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
げ

て
い
く
。

用
語
解
説
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認
知
技
術
（
機
械
学
習
・
人
工
知
能

な
ど
）
を
活
用
し
た
、
主
に
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
業
務
の
効
率
化
・
自
動
化
の
取

り
組
み
の
こ
と
。
人
間
の
補
完
と
し
て

業
務
を
遂
行
で
き
る
こ
と
か
ら
、
仮
想

知
的
労
働
者
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

●�

市
役
所
業
務
の
効
率
化

に
つ
い
て

問 

Ｒ
Ｐ
Ａ
【
※
】　
導
入
は
、
市
職

員
の
働
き
方
改
革
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
繋
が
る
。

　
職
員
の
負
担
軽
減
と
な
る
Ｒ
Ｐ
Ａ

導
入
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
が

あ
る
か
問
う
。

教
育
次
長 

統
合
校
で
は
学
年
ご
と
に
専

用
の
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
計
画
と
し
て

い
る
。
ま
た
通
常
の
男
女
ト
イ
レ
の
ほ

か
に
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
多
目
的
ト

イ
レ
を
校
舎
一
階
に
２
か
所
、
二
階
に

２
か
所
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
男
子
ト
イ
レ
の
個
室
化
を

行
わ
な
く
て
も
ほ
か
の
既
存
校
よ
り
多

く
設
置
さ
れ
る
多
目
的
ト
イ
レ
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
の
目
を
気
に
す

る
児
童
生
徒
に
も
使
い
や
す
い
環
境
が

用
意
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●�

統
合
校
の
男
子
ト
イ
レ

個
室
化
に
つ
い
て

問 

近
年
小
学
生
の
便
秘
が
深
刻
と

な
っ
て
い
る
。
学
校
で
大
便
を
し
に

く
い
理
由
の
第
一
位
は
、「
友
達
に
知

ら
れ
た
く
な
い
か
ら
」
で
57
％
に
の

ぼ
り
、
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
統
合
校
の
男
子
ト
イ
レ
を
完

全
個
室
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

教
育
長 

３
歳
ま
で
は
家
庭
に
お
い
て

親
な
ど
の
親
し
い
人
と
の
関
わ
り
を
重

視
す
る
と
の
考
え
か
ら
、
４
歳
児
以
上

保
育
を
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
近
年

は
少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
行
な
ど
、

家
庭
環
境
や
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
幼
児
教
育
施
設
に
お
け
る

３
歳
児
保
育
の
実
施
の
有
効
性
は
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
は
幼
児
教
育

の
無
償
化
も
見
据
え
、
公
立
幼
稚
園
に

お
け
る
３
歳
児
保
育
に
つ
い
て
、
検
討

を
進
め
て
い
く
。

●�

公
立
幼
稚
園
の
３
年

保
育
に
つ
い
て

問 

専
業
主
婦
は
孤
独
、
自
分
の
時
間

が
持
て
な
い
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
た

め
や
す
い
。
子
育
て
へ
の
過
剰
な
期

待
や
責
任
か
ら
母
親
を
開
放
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
早
急
に
公
立

幼
稚
園
も
３
歳
児
保
育
を
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長 

市
独
自
の
任
意
接
種
と
し

て
定
期
接
種
と
同
様
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
一
部
２
、５
０
０
円
を
公
費

助
成
し
て
い
る
。
ま
だ
多
く
の
高
齢
者

の
方
が
接
種
を
受
け
て
い
な
い
状
況

の
中
、
65
歳
の
み
が
対
象
と
な
る
来
年

度
以
降
に
つ
い
て
も
、
肺
炎
の
予
防
や

重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
引
き
続
き
市

独
自
の
公
費
助
成
を
行
い
、
66
歳
以
上

の
方
に
も
接
種
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。

●�

高
齢
者
の
肺
炎
予
防

対
策
の
継
続
を

問 

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
重

症
化
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
対
象
者
が
、
来
年
度
よ
り
65
歳

の
み
と
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
66
歳

以
上
の
狭
間
年
齢
の
独
自
助
成
を
廃

止
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本
市
の

対
応
は
。
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